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プロジェクト リース 

項目 本日の検討事項 
 

 

－1－ 

本日の検討事項 

1. 第 405回企業会計基準委員会（2019年 3月 22日開催）において、現状で資産及び

負債が認識されているファイナンス・リース取引のみならず、すべてのリースにつ

いて資産及び負債を認識する会計基準の開発に着手することが了承された。 

2. 第 425 回企業会計基準委員会（2020 年 2 月 12 日開催）及び第 91 回リース会計専

門委員会（2020年 1月 27日開催）において、リース会計基準改正における基本的

な方針として、費用配分のあり方及び IFRS第 16号と整合性を図る程度について事

務局の提案を行った。また、第 427回企業会計基準委員会（2020年 3月 11日開催）

及び第 92回リース会計専門委員会（2020年 2月 21日開催）において、IFRS第 16

号と整合性を図る程度に関連して、「検討のためのイメージ」について議論を行っ

た。 

3. 本日は、以下の論点について事務局の分析及び方向性についての分析を行っている。 

(1) セール・アンド・リースバック（審議事項(3)-2） 

4. なお、第 96回リース会計専門委員会（2020年 11月 26日開催）で聞かれた意見に

ついては審議事項(3)-3に、第 447回企業会計基準委員会（2020年 12月 3日開催）

で聞かれた意見については審議事項(3)-4に記載している。 

以 上 


